
当
施
設
は
、
当
施
設

に
居
住
す
る
入
居
者
の
共

同
生
活
の
場
で
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
入
居
者

の
自
律
と
自
主
性
を
尊
重

し
、
身
体
的
状
態
に
応
じ

た
安
全
で
安
心
で
き
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
安
全
・
安
心
で
き
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
】

生
活
習
慣
病
な
ど
の
予

防
や
感
染
症
の
予
防
又
は

迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め

東
北
労
災
病
院
等
と
の
緊

密
な
連
携
の
下
、
入
居
者

の
心
身
の
状
態
に
応
じ
て

介
護
計
画
に
反
映
さ
せ
、

実
際
の
介
護
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

【
防
災
対
策
の
推
進
】

・
安
全
な
施
設
生
活
を
送
っ

て
頂
く
た
め
、
施
設
関
係

者
が
共
同
で
、
防
災
訓
練

を
行
い
、
ま
た
、
消
防
機

関
の
指
導
の
下
、
全
職
員

が
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
受
け
い

つ
で
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。

【
エ
コ
の
尊
重
】

・
昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
に
応
じ
た
節
電
な
ど
に

協
力
す
る
た
め
、
館
内
や

居
室
等
の
冷
暖
房
、
テ
レ

ビ
等
の
節
電
や
節
水
の
実

行
を
入
居
者
と
一
緒
に
進

め
て
い
ま
す
。

※

こ
れ
ら
の
こ
と
を
基
本

と
し
て
今
年
も
介
護
業
務

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
の
話
題
八
選

①
い
つ
で
も
手
洗
い

試
し
て
み
ま
し
ょ
う

手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー
。

②
危
険
：
自
己
診
断

い
つ
も
と
違
う
自
分
を
見
つ

け
た
ら
介
護
課
へ
相
談
、

頼
り
に
な
る
介
護
職
員
。

③
陽
気
日
散
歩
遊
歩
道

④
残
さ
ず
完
食

⑤
出
前
甘
味
太
っ
腹

⑥
大
声
暴
言
独
り
相
撲

大
声
は
疲
れ
る
だ
け
、

暴
言
は
品
格
な
し
。

⑦
消
防
署
の
指
導
強
化

防
炎
の
れ
ん
厳
守
、
ベ
ラ

ン
ダ
の
ア
ン
テ
ナ
線
整
理

⑧
た
ま
に
覗
く
掲
示
板

面
会
者
と
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

★
前

総
務
課
長
代
理

菅
野
理
樹

「
転
勤
で
す
・
感
謝
し
て
い

ま
す
・
あ
り
が
と
う
ー
ー
」

早
い
も
の
で
愛
媛
施
設

か
ら
宮
城
施
設
に
来
て
早

五
年
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
宮
城
施
設
に
来
て

一
番
大
き
い
出
来
事
は
東

日
本
大
震
災
で
す
。
震
災

時
の
苦
労
は
大
変
な
も
の

で
し
た
。
入
居
者
の
皆
さ

ん
と
職
員
の
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

今
回
他
の
施
設
に
転
勤

す
る
こ
と
が
決
ま
り
私
自

身
は
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る

思
い
で
す
。
宮
城
施
設
の

入
居
者
は
東
北
出
身
の
方

が
多
く
、
特
徴
と
し
て
は

人
情
味
が
あ
り
穏
や
か
で

す
。
新
し
い
施
設
で
の
期

待
も
大
き
い
の
で
す
が
、

残
念
な
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
。
入
居
者
の
皆
さ
ん
に

は
本
当
に
良
く
し
て
頂
き

ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち

で
一
杯
で
す
。

ま
た
、
会
え
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

★
介
護
課
担
当尾

形
英
明

「
お
力
に
な
り
ま
す
」

気
仙
沼
で
被
災
し
ま
し

て
、
現
在
は
観
音
様
に
ほ

ど
近
い
西
中
山
に
母
と
暮

ら
し
て
お
り
ま
す
。
気
仙

沼
で
は
漁
具
・
養
殖
資
材

を
販
売
し
て
お
り
、
大
船

渡
の
牡
蠣
・
帆
立
・
若
布

の
養
殖
業
者
を
訪
問
し
て

お
り
ま
し
た
。
仙
台
に
来

て
か
ら
は
、
自
宅
を
建
築

し
て
頂
い
た
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
で
、
建
築
営
業
を
し

て
い
た
と
い
う
経
緯
に
な

り
ま
す
。

福
祉
の
仕
事
に
携
わ
る

の
は
初
め
て
に
な
り
ま
す

が
、
早
く
皆
さ
ん
の
名
前

を
覚
え
、
お
力
に
な
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

四
月
か
ら
の
行
事
予
定
で
す
。

予
定
表
に
な
い
水
曜
日
に

は
映
画
鑑
賞
会
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。
買
物
ツ
ア
ー
は

毎
月
あ
る
よ
う
で
す
。

と
に
か
く
、
今
年
は
目
を

離
せ
な
い
で
す
ネ
。

皆
さ
ん
、
参
加
し
て
み

ま
し
ょ
う
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●
異
動･

転
出

三
月
三
一
日
付
け

千
葉
・
ケ
ア
プ
ラ
ザ
四
街
道

へ
転
出
：
総
務
課
長
代
理

菅
野
理
樹

●
退
職

三
月
三
一
日
付
け

介
護
課
看
護
師及

川
た
き
せ

●

採
用

二
月
一
日
付
け

介
護
課
介
護
士

福
井
辰
德

三
月
一
一
日
付
け

介
護
課
担
当

尾
形
英
明

●

四
月
か
ら
交
代

施
設
清
掃
関
係

新
（
株
）
東
北
ダ
イ
ケ
ン

平
25
の
ス
ポ
ッ

ト

人
事
異
動
他
（
二
五
年
）

行
事
予
定
表

異
動
者
・
新
参
者
の

ご
挨
拶

宮
城
施
設
平
成
二
五
年
度

運
営
方
針
「
抄
」

三 二 一 十
二

十
一 十 九 八 七 六 五 四 月

26 12 19 3 22 8 18 4未 13 23 9114 21 7 31 10 26 12 29 15 24 10日

映
画
鑑
賞
会
②

買
い
物
ツ
ア
ー
⑩

買
い
物
ツ
ア
ー
⑨

節
分
会

茶
話
会･

カ
ラ
オ
ケ

買
い
物
ツ
ア
ー
⑧

年
忘
れ
会

買
い
物
ツ
ア
ー
⑦

映
画
鑑
賞
会
①
健
診

ミ
ニ
旅
行
④

芋
煮
会･

買
い
物ﾂ

ｱ
ｰ

ミ
ニ
旅
行
③

買
い
物
ツ
ア
ー
④

茶
話
会･

カ
ラ
オ
ケ
②

買
い
物
ツ
ア
ー
④

仙
台
七
夕
見
学

納
涼
祭

ミ
ニ
旅
行･

買
い
物

茶
話
会
②

ミ
ニ
旅
行
①

茶
話
会･

カ
ラ
オ
ケ
①

買
い
物
ツ
ア
ー
②

お
花
見
会

買
い
物
ツ
ア
ー
①

行

事

名



疥
癬
の
発
生
と
対
応

ご
家
族
の
皆
様
に
本
紙
に
よ

り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
の
三
月
中
旬
、
ケ
ア
プ
ラ
ザ
富

谷
に
お
い
て
疥
癬
の
発
生
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

疥
癬
は
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
が
皮
膚
に
寄

生
し
て
起
こ
る
伝
染
性
の
皮
膚
病
で

す
。
東
北
労
災
病
院
皮
膚
科
の
医
師

に
よ
る
治
療
や
介
護
に
際
し
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
一
〇
日
余
で
ダ

ニ
を
退
治
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
入
居
者
の
皆
様
に
は
居
室

安
静
、
入
浴
制
限
な
ど
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
当
施
設
と
し
て

は
各
種
の
感
染
対
策
に
は
十
分
な
予

防
策
や
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
の
度
は
入
居
者
一
名
、

職
員
二
名
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
で

す
。
確
認
さ
れ
た
翌
日
か
ら
入
居
者

（
入
院
中
の
方
、
体
調
が
優
れ
な
い

方
五
名
を
除
き
）
と
職
員
（
妊
娠
中

の
者
を
除
き
）
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が

ダ
ニ
の
退
治
薬
を
服
用
し
か
つ
軟
膏

を
塗
り
ま
し
た
と
こ
ろ
効
果
が
あ
り
、

快
方
に
向
か
っ
た
も
の
で
す
。

今
後
、
特
に
早
期
発
見
に
努
め
、

確
認
次
第
即
時
に
医
師
の
指
示
の
下
、

感
染
予
防
に
徹
す
る
こ
と
と
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

(

施
設
長)

１

感
染
の
概
要

①
感
染
の
名
称

疥
癬(

か
い
せ
ん)

②
発
生
物
質

ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ

（
昨
今
話
題
に
な
っ
て
い
る

「
マ
ダ
ニ
」
と
は
異
な
る
。
）

③
症
状

ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
に
浸

食
さ
れ
た
箇
所
は
発
赤
疹
が
出

て
痒
み
が
あ
る
。
人
の
皮
膚
を

離
れ
る
と
動
作
が
鈍
く
な
り
、

長
く
生
き
ら
れ
な
い
。
熱
や
乾

燥
に
弱
く
、
五
〇
℃
で
は
一
〇

分
程
度
で
死
滅
す
る
。

な
お
、
人
が
重
症
化
し
た
り

死
に
い
た
る
こ
と
は
な
い
。

④
発
生
状
況

二
月
下
旬
、

入
居
者
・
職
員
か
ら
赤
い
発
疹

が
出
て
痒
い
と
の
訴
え
が
あ
り
、

「
湿
疹
」
の
診
断
を
受
け
軟
膏

で
対
応
し
て
い
た
。

三
月
一
四
日
入
居
者
一
名
が

東
北
労
災
病
院
で
疥
癬
と
診
断

さ
れ
、
ま
た
、
同
日
職
員
一
名

が
、
翌
日
職
員
一
名
が
近
隣
の

病
院
で
疥
癬
と
診
断
さ
れ
た
。

２

対
策
の
状
況

（
１
）
薬
の
服
用

医
師
の
診
断
に
よ
り
入
居
者

と
職
員
の
全
員
に
予
防
措
置
と

し
て
飲
み
薬
と
軟
膏
が
配
付
さ

れ
た
。

（
２
）
消
毒
・
洗
浄
（
消
毒
薬
、

水
洗
、
バ
ル
サ
ン
、
天
日
干
し
）

浴
室
全
体
、
洗
濯
室
、
居
室
、

介
護
用
品
、
寝
具
・
衣
服
等

（
３
）
広
報

①
館
内
放
送
で｢

疥
癬
の
発
生
」

を
説
明
。

②
館
内
掲
示
板
一
〇
カ
所
な
ど

に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
。

③
入
居
者
へ
の
面
会
で
来
設
さ

れ
る
方
に
注
意
喚
起
。

④
施
設
委
託
業
者
へ
の
依
頼

売
店
・
理
容
一
定
期
間
閉

店
、
訪
問
歯
科
へ
の
訪
問
延

期
要
請
、
設
備
・
警
備
、
清

掃
、
給
食
等
各
業
者
に
予
防

協
力
依
頼
等

(

←
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ)

(

←
発
赤
疹)

●
健
康
相
談

整
形
外
科
・
原
田
医
師

毎
月
第
三
水
曜
日

午
後
二
時
半
〜
三
時
半

内
科
・
加
藤
医
師

毎
月
第
二
金
曜
日

午
後
一
時
半
〜
二
時
半

泌
尿
器
科
・
波
間
医
師

隔
月
第
一
月
曜
日

午
後
四
時
〜
四
時
半

皮
膚
科
・
谷
田･

柿
崎
医
師

毎
月
第
四
金
曜
日

午
後
二
時
〜
三
時

精
神
内
科
・
千
葉
医
師

隔
月
第
三
木
曜
日

午
後
二
時
〜
四
時

※
相
談
希
望
の
方
は
事
前
に

介
護
課
ま
で
。

■
生
活
相
談

斉
藤
相
談
員
第
一
水
曜
日

鈴
木
相
談
員

第
二･

三･

四
月
曜
日

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら

★
訪
問
デ
ン
タ
ル

橘
高
第
二
歯
科
医
院

第
３
以
外
の
水
曜
日
午
後

診
察
希
望
者
は
介
護
課
ま
で

●
施
設
委
託
清
掃
業
者

(

株)

東
北
ダ
イ
ケ
ン

以
前
来
て
い
た
会
社
で
す
。

▲
施
設
の
表
看
板
の
変
更

「一
般
財
団
法
人
労
災
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」と
な
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
変
身
し
て
い
ま
す
。
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節
分
会(

2
.
1

食
堂)

季
節
感
を
味
わ
っ
て
頂
く

行
事
で
す
。
職
員
手
作
り
の
裃
を
着
た
入
居
者
の

福
男
二
名
に
よ
る
豆
ま
き
で
始

ま
り
ま
し
た
。
豆
ま
き
、
節
分
特

別
メ
ニ
ュー
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
優
勝

者
の
歌
唱
披
露
、
富
く
じ(

福
の

神
の
賞
品)

と
い
う
盛
り
沢
山
の

内
容
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

温
か
い
春
を
呼
び
そ
う
で
す
。

編 集 後 記
例年にない厳しい冬が
遠のきそろそろ魅惑的な
春の息吹が感じられます。
先の３月は疥癬が見つか
りテンヤワンヤでした。でも、
あの大震災の時のように、
職員のチームワークと入居
者の皆様のご協力・応援を
頂き、短期決着となりまし
た。やはり、人の輪・絆で
すね。

お
知
ら
せ
：
新
顔
紹
介

相
談
日
の
お
知
ら
せ

施
設
行
事


